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以下の文は、BBC News JAPAN (2020年12月3日掲載）の記事の抜粋です。

哀っ
シンガポールは2日、動葡の編胞から人工培養でつくる「クリーンミート」 （屠殺された動暢のもので［以丸ヽ食肉）
の厩売を、世界で初めて承認したと発襄した。
これにより、米サンフランシスコを拠点とする新興企業「イー ト・ジャスト」が培養鶏肉を販売できる道が開かれ
た。
（中略）

(A)消 者の健康や動物福祉、 1 に対する懸念から、通常の食肉の代替品への需要は急激に高まっている。
英パークレイズ銀行によると、代替肉の市場は今後10年以内に1400億ドル（約14兆6300憶円）規模に膨らむと
見込まれている。これは、世界の食肉産業(1兆4000億ドル規模）の約10％に相当する。

米カリフォルニア州の「ピヨンド・ミート」や「インポッシブル・フーズ」などが生産する植物性の肉は、スーパー

やレストランのメニュ ーで見かけるようになってきている。 (B) 

しかしイート・ジャストの製品はこれらとは異なる。植物性ではなく、研究室で動物の筋細胞を培養してつくるから
だ。

（中略）

安全な「斬規食品」
シンガポール食品庁(SFA)によると、ある専門家ワ ーキンググループがイート・ジャストの製造管理と培養鶏肉の
安全性試験に関するデータを調査した。

（中略）
同社は、培養肉には抗生物質は一切使用しておらず、従来の鶏肉よりも微生物の量が少ないと説明した。

「動物の細胞から直接つくられた本物で高品質の肉を、安全に人間が消費できることが世界で初めて規制当局に認め
られた。これは、今後のシンガポールでの小規模な商業展開にむけて道を切り開くことになる」

図1.ステーキ肉のイメ ージ図

問 1 ． ート線部（A）にある、（ 1) 消費者の健康、（2) 動物福祉、（3) 環境に対する懸念とはどのような

ことでしょうか。(1)~(3)のそれぞれについて説明してください。

問2. 下線部(B)にある、「植物性の肉」とはどのようなものでしょうか。知っていることを述べてく

ださい。

問3． 培猜肉では、 今はまだ図1の写真のようなステーキ肉を再現することはできません。

培養肉の利用方法について以下の視点から自由に記述してください。

(1) 今あなたが利用するとしたら

(2) 培簑肉の未来

裏面は、下苔きとして使用しても構いません。
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